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令和 2（2020）年 11月４日配信 

 

山陽学園大学地域マネジメント学部学生が 11月 6日、和気町佐伯区と和気駅前で現地学修 

 

 本学地域マネジメント学部は２年次に、学生が実際に地域を訪れ学ぶ「地域実践Ⅲ」（前期）、

「地域実践Ⅳ」（後期）を開講しています。今年度前期はコロナ禍のため VOD 授業や、テレビ

会議システムによる地域の方々へのインタビューを取り入れ学習を進めて来ました。 

しかし、「地域実践」という科目の趣旨から、実際に現地に赴き、地域の状況を自分の目で確

認し地域の方々と話す機会を設けることが不可欠と判断し、新型コロナ感染予防対策に万全を期

した上で、現地学修を実施することにいたしました。 

記 

１ 開催日時  令和 2(2020)年 11月 6日（金） 

２ 学修内容等 

 (1)学修① 

・内容 佐伯区の野菜・果樹生産・流通、地域社会について学修 

  ・時間 9時 45分～12時 30分 

  ・場所 和気町父井原 430-1「サエスタ」  ※ＪＡ佐伯支店に立ち寄り 

 (2)工場訪問 

・内容 谷尾食糧工業(株)を訪問し、工場の規模等を確認 

・時間 13時 00分～13時 15分 

・場所 和気町和気 814「谷尾食糧工業(株)」 

(3)学修② 

 ・内容 和気駅前の商業活性化、和気町の特産品企画について学修 

 ・時間 14時 15分～16時 15分 

 ・場所 和気町福富 607-3「ENTER WAKE（エンターワケ）」  ※ＢＳベーカリーに立ち寄り 

３ 主な参加者 

  (1)地域の先生 

○片岡郁夫 様（和気町佐伯区長 佐伯営農組合代表理事）佐伯区のリーダー 

○長井治行 様（長井農園 IT産業勤務を経て大阪府から和気町に移住して就農。野菜（夏

秋ナス、秋冬白ネギ、黄ニラ、ニンジン、ホウレンソウなど）作りを実施。天満屋・マ

ルナカ等に独自ブランドで出荷。地元新聞にも寄稿） 

○天藤豊方 様（前和気商工会会長として特産品作りに尽力。丸天商店を経営） 

○平井麻早美 様（リクルート社にてマーケティングリサーチ・企画を担当。和気町へ移住

し地域おこし協力隊として活動。2020年にクラフトチョコレート店「埜藝菓」開店） 

 (2)学生：21名（地域マネジメント学部２年和気クラス） 

 (3)教員：澁谷俊彦（連絡先 070-5052-5922）・西村武司・建井順子 


